
 

 

 

 

 

 

 

 

地震調査研究推進本部の成果物における 
配色方針の検討に関する調査等業務 

報 告 書 
（概 要 版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年３月 

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課 

参考 政５８－（３） 



 

 



1 

Ⅰ 調査概要                                       

１．調査目的 

防災情報や危険度を表す情報の配色に関する国内外の動向を把握するとともに、多様な色

覚（色覚異常等を含む）に対応可能な情報提供の在り方に関する事項、色や色覚に関する有

識者の見解についても把握し、地震調査研究推進本部の成果物の配色の統一的な方針、さら

に利用者が地震災害リスクを的確に理解するために必要な配色等の在り方を検討するにあた

っての基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２．実施概要 

調査課題 ①防災情報や危険度情報の配色に関する国内外の動向の把握 
②多様な色覚（色覚異常等を含む）に配慮した情報提供の在り方に関する事項の

把握 
③地震本部の成果物の配色等の改善点の把握 

調査方法 ・資料調査（インターネット検索及び文献等による情報収集） 
・有識者へのヒアリング 

調査時期 平成29年（2017年）12月～平成30年（2018年）3月 
 

 

Ⅱ 調査結果                                        

１．防災情報や危険度情報の配色に関する国内外の動向 

（１）色の規格の概要と動向 
（要点） 
 安全確保を図るために特定の色を定めて意味づけを行っている規格等が国内外にある。

例えば「道路標識及び信号に関する条約」（ウィーン条約）では信号の色と意味等を規

定しており、国際規格の「ＩＳＯ3864-1図記号－安全色及び安全標識－安全標識及び安

全表示に関する設計原則」は、安全標識や安全表示の色やデザインの原則を定め、色の

意味を規定している。また、「ＩＳＯ22324カラーコードによる警報に関するガイドライ

ン」では、危険の深刻度を表わすカラーコードを定めている。 

 国内では、「ＪＩＳＺ9101安全色及び安全標識－産業環境及び案内用安全標識のデザ

イン通則」がＩＳＯ3864-1と全く同じ内容を定め、「ＪＩＳＺ9103図記号－安全色及び

安全標識－安全色の色度座標の範囲及び測定方法」が、ＩＳＯとの対応を図りつつも、

日本独自の変更を施して安全色を定めている。 

 これらの規格等では、下表のように色とその意味が規定されている。各規格に共通す

る色として“赤”、“黄”、“緑”があり、色の意味にも共通性がある。“赤”には「危

険」「禁止」、“黄”には「注意」、“緑”には「安全」と意味づけされている。 
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【規格等における色と意味】 
 国際規格等 国内規格 

色 ウィーン条約 
(信号) 

ＩＳＯ3864-1 ＩＳＯ22324 ＪＩＳＺ9101 ＪＩＳＺ9103 
（一般材料等） 

赤赤  止まれ 禁止、防火 危険 禁止、防火 防火、禁止、停止、危険 
黄黄赤赤      注意警告・明示 

黄黄  可能なら止まれ 注意警告 注意 注意警告 注意警告・明示 
緑緑  進行 安全状態 安全 安全状態 安全状態・進行 

青青   指示・誘導  指示・誘導 指示・誘導 
赤赤紫紫      放射能 

対対比比
色色  

白白   （意味なし）  （意味なし） （意味なし） 
黒黒   （意味なし）  （意味なし） （意味なし） 

  

 

（補足①）ＩＳＯ22324カラーコードによる警報に関するガイドライン 
ＩＳＯ22324は、危険状態にある人が適切な安全行動をとることができるようにするた

めに、危険の深刻度を表わすカラーコードを定めるものである。各機関の各警報に使用

されている色の相違による混乱を解消することを目的として、2013年に発行されている。 

ＩＳＯ22324は、ＩＳＯ3864安全色とは系統が異なり、ＩＳＯ22320緊急事態管理の一

環として定められているが、“赤”が「危険」、“黄”が「注意」、“緑”が「安全」

を意味することはＩＳＯ3864-1と一貫している。この３色が基本の配色とされており、

深刻度を、３カテゴリーを越えて細分する場合には、“赤”から“緑”の色相間で中間

色を選ぶこととされている。他方で、７カテゴリーを超えて細分化することは混乱回避

のために避けることとされている。 

 

 

（補足②）ＪＩＳＺ9103図記号－安全色及び安全標識－安全色の色度座標の範囲及び測定
方法 
ＪＩＳＺ9103は、ＩＳＯ3864-4に対応する規格であるが、日本独自の変更が加えられ

ている。国内に定着している旧来の安全色である“赤”、“黄赤”、“黄”、“緑”、

“青”、“赤紫”の６色が規定され、ＩＳＯ安全色よりも２色多くなっている。2018年4

月に発行する次期ＪＩＳＺ9103でも、この６色が堅持されることとなっているほか、多

様な色覚及び高齢者への対応等が盛り込まれることとなっている。 
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（２）配色指針等の策定動向 
（要点） 
 近年、国内においては、防災情報や危険度を表わす情報における配色の見直しや方針

策定等が相次いで行われている。2010年から2011年には全テレビ局における統一的な津

波情報の配色・色調の策定、2012年には気象庁ホームページにおける気象情報の配色に

関する設定指針の策定が行われ、また、2018年4月発行に向けて、ＪＩＳＺ91103安全色

においても色の改定作業が行われている。この間、2016年には国土交通省において水害

ハザードマップ作成の手引きに色分けの標準が盛り込まれた。 

これらの取り組みに共通していることとしては、多種類の危険度情報における色の統

一化や、多機関の間での色の統一化等が志向されていること、また、これと深く関連し

て、色の規格との整合性が重視されていること等が挙げられる。加えて、色覚異常等を

含む多様な色覚への対応が実践的に図られていることも挙げられる。この中で、従来と

は異なる配色や色調への変更も行われている。その特徴的な変更点として、危険度が最

も高いランクに「特別な危険」を意図した“赤紫”の配色、多様な色覚への対応として

の“緑”の使用の中止、明度の高い色調への変更等が挙げられる。 

 

 

（補足①）全テレビ局統一の津波警報の配色・色調の策定（2011年全局導入） 
全テレビ局統一の津波警報の配色・色調の策定は、2010年２月28日に17年ぶりに発令

されたチリ地震の大津波警報が大きな契機となっている。テレビ局が大津波警報を伝え

た際に視聴者から各放送局に「画面の色分けが分かりにくい」「放送局ごとに色づかい

が異なる」等のクレームが入ったことがきっかけである。 

 全テレビ局統一の配色・色調の策定にあたっては、各色が持つ意味、他の防災情報・

危険度を表わす情報との統一性、多様な色覚への対応等について検討が行われた。検討

の結果、大津波警報は“紫”、津波警報は“赤”、津波注意報は“黄”と設定された。

また、これとあわせて津波情報の背景となる陸地は“灰”、海は濃い“青”と設定され

た。 

 

【2010年大津波警報発令時の各放送局の津波警報・注意報の配色】 
放送局 大津波警報 津波警報 津波注意報 

Ａ 赤 オレンジ 黄 
Ｂ オレンジ 赤 黄 
Ｃ 赤 紫 黄 
Ｄ 紫 赤 黄 
Ｅ 赤 + 白 オレンジ 黄 

 

統一色 紫 赤 黄 
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（補足②）気象庁ホームページにおける気象情報の配色に関する設定指針（2012年策定） 
 気象庁ホームページの気象情報は、以前から、色を使用して提供され、視覚で注意・

警戒レベル等を直観的に判別できるように工夫されていた。しかしながら、各気象情報

の配色が統一されていなかったため、色と意味との関係には情報の種類によって違いが

あった。このことを踏まえ、「気象庁ホームページにおける気象情報の配色に関する設

定指針」（以下「設定指針」という）は、ホームページの気象情報の図表示において情

報を見た際に受ける注意・警戒レベルの印象を、各情報間で可能な限り一致させて注意・

警戒の喚起効果を高め、気象情報の適切な利用を推進することを目的として策定されて

いる。 

 旧配色は、色覚異常等の多様な色覚への対応を図ったものではなかったため、設定指

針の策定に際には、多様な色覚への対応も図られている。その手法としてカラーユニバ

ーサルデザインが取り入れられている。 

【気象庁の配色の方針】 
①警報・注意報及びこれに類する情報の配色を統一する。また、警報のうち特に警戒を要する
区分の色（赤紫）を新規に設定する。 

②数値が高くなるほど危険度が増す情報については、注意・警戒を喚起したいレベルは注意
報・警報に相当する色で配色し、このレベルに達しない場合は危険度が高くないイメージの色
（青色系）を配色する。 

③赤色と緑色の混在を避ける。 
 

【気象庁の配色（震度の例）】 
数値が高くなるほど危険度が増す情報の配色（震度） 

旧配色 7 6強 6弱 5強 5弱 4 3 2 1 
新配色（震度の基本
配色） 

赤紫 
7 

赤 
6強  

赤 
6弱  

オレンジ 
5強  

黄 
5弱  

ｸﾘｰﾑ 
4 

青 
3 

水色 
2 

灰 
1 

 

 

（補足③）国土交通省「水害ハザードマップ作成の手引き」（2016年） 
国土交通省は、従来、洪水、内水、高潮・津波

に分かれていた各ハザードマップ作成の手引きを

統合し、市町村向けに「水害ハザードマップ作成

の手引き（以下「手引き」という）」を作成した。 

ハザードマップを避難行動に直結する利用者目

線に立ったものとするため、手引きでは、住民の

ほか、通勤・通学者や旅行者等も理解しやすいよ

う、浸水深の閾値、配色等の最低限のルールの共

通化を方針としている。配色については、ＩＳＯ

等の基準や色覚異常のある人への配慮、他の防災

情報の危険度表示との整合性も含めて検討が行わ

れ、標準が示されている。 

【浸水ランクによる色分け】 
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（補足④）ＪＩＳＺ9103図記号－安全色及び安全標識－安全色の色度座標の範囲及び測定
方法の改定（2018年発行予定） 

 2018年４月発行予定のＪＩＳＺ9103安全色の見直し過程においては色の改定作業が行

われている。色の改定は、多様な色覚への対応を趣旨としており、カラーユニバーサル

デザインの手法を用いて色の見直し調査が行われ、全ての人に許容可能な色調に絞り込

まれた。全般的に明度の高い色調となっている。 

 

 【ＪＩＳＺ9103安全色の一般材料の参考色の改定】 
 赤 黄赤 黄 緑 青 紫 

改定前       
改定後       

色調整の
方向性 

1型色覚の人
が黒と誤認し
やすかったた
め、黄みに寄
せた 

赤が黄赤側に
寄ったため、黄
みに寄せて色
相を離した 

1型・2型色
覚の人が黄に
感じにくかった
ため、赤みを
抜いて明度を
やや上げた 

1型・2型色
覚の人では灰
色に感じら
れ、ロービジョ
ンの人では青
と見分けにくか
ったため、黄み
に寄せた 

黒や赤紫と見
分けが難しか
ったため、ロー
ビジョンの人が
緑と見分けら
れる範囲で明
度をやや上げ
た 

2型色覚の人
が緑や灰色と
見分けにくかっ
たため、青と見
分けられる範
囲で青みに寄
せた 

 

 

（３）他の機関における配色実態（防災情報・危険度情報における国内外の配色の実態） 
 国内外の各機関で作成され、公表されている地震・津波のハザードマップにおける危

険度情報の配色傾向についてみると、危険度の高い方に誘目性が高い“赤”等の暖色系

の色、危険度の低い方に“青”等の寒色系の色、その中間に“黄”・“緑”等の中性色

系の色が配色されている。この大きな傾向については国内外の事例にほぼ共通している。

ただし、個々の危険度ランクに目を向けると、ハザードマップの作成機関によって危険

度ランクと色との対応には違いもみられる。このため、各機関のハザードマップを詳細

に見た場合には、色と意味との関係は一様とはなっていない。また、河川氾濫のハザー

ドマップでは、地震・津波のハザードマップと配色傾向が大きく異なっており、災害の

種類によっても色と意味との関係は異なっている。 

 

 【地震本部及び他機関における震度・津波浸水深の配色の比較】 
  震度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 

震度 地震本部 確率論的地震動予測地図          

 気象庁 設定指針          
 内閣府 南海トラフ被害想定          
  浸水深（ｍ） ～0.3 0.3-0.5 0.5-1 1-2 2-3 3-5 5-10 10-15 15-20 20～ 

津波 地震本部 既往津波高           

 内閣府 南海トラフ被害想定           
 国土交通省 手引き           
 ＩＳＯ警報カラー 参考例           
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【国内の地震・津波情報における色の使用事例】 
  警報・観測情報 ハザードマップ 
 

色は模擬色 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
※ 

気
象
庁 

民
間
Ａ 

民
間
Ｂ 

国
の
機
関 

Ａ
区 

Ｂ
県 

Ｂ
県
Ａ
市 

Ｃ
県 

Ｃ
県
Ａ
市 

Ｃ
県
Ｂ
市 

Ｃ
県
Ｄ
市 

Ｄ
県 

Ｄ
県
Ａ
市 

Ｄ
県
Ｂ
市 

Ｄ
県
Ｃ
市 

Ｅ
県 

Ｅ
県
Ａ
市 

Ｅ
県
Ｂ
市 

Ｅ
県
Ｃ
市 

Ｅ
県
Ｄ
市 

Ｆ
府
Ａ
市 

Ｇ
県 

Ｇ
県
Ａ
市 

Ｈ
県 

Ｈ
県
Ａ
市 
Ｈ
県
Ｂ
市 
Ｉ
県 
Ｉ
県
Ａ
市 

Ｊ
県 

Ｊ
市
Ａ
市 

 配色区分数  9 9 9 7  7 6 7 5 4  7 5 4 7 6 5  3   6   5 4 6 4 6 3 

震
度
階
級 

震度 7                                
震度 6 強                  

 
              

震度 6 弱                  
 

              
震度 5 強                                
震度 5 弱                                
震度 4                                
震度 3 以下         

             
   

             
                                 

 配色区分数 7    6 3 9 13 8 5 8 7 6 6 8 6 7 7 7 7 7 10 7 4 8 6 8 8 7 9 7 

津
波
最
大
浸
水
深 

20ｍ以上                                
15～20ｍ                                
10～15ｍ                                
9～10ｍ                                
8～9ｍ                                
7～8ｍ                      

 
          

6～7ｍ                                
5～6ｍ                      

 
          

4～5ｍ                                
3～4ｍ                                
2～3ｍ                                
1.5～2.0ｍ                                
1.0～1.5ｍ        

 
                        

0.5～1.0ｍ        
 

                        
0.3～0.5ｍ                                
0.3ｍ未満        

 
             

 
           

※ＩＳＯ22324警報カラーにおける参考例。 

【海外の地震情報における色の使用事例】 
  アメリカ 欧州 東アジア 
 ※表内の色

は模式色 
研究機関Ａ 研究機関Ｂ スイス研究機

関  
イタリア研究機関 中 国 政

府機関 
台 湾 政 府
機関 

 配色区分数 9 9 16  7  12  7 

震
度
階
級
※ 

10+ Extreme Extreme Extreme 

>7 

Rovinoso 
破壊的  

10  

7 

 

9 Violent Violent Violent 9   
Violent   

8 Severe Severe Severe 8   
Severe   

7 Very strong Very strong Very strong 7 Molto forte 7   
Very strong とても強い   

6 Strong Strong Strong 6 Forte 6  6  
Strong 強い   

5 Moderate Moderate Moderate 5 Abbastanza 
forte 強い 5  5  

Moderate   

4 Light Light Light 4 Modareto 4  4  
Light 中程度   

3 Weak Weak Weak 3 Leggero 軽い 3  3  
2 Weak 2 Molto leggero 2  2  
1 Not felt Not felt Not felt 1 とても軽い 1  1  

※震度階級は各国・地域で採用されているもの。 
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２．多様な色覚（色覚異常等を含む）に配慮した情報提供の在り方 

（１）色覚異常 
日本では、男性で５％、女性で0.2％の頻度で先天的に色覚異常のある人がいる。色覚

異常には、赤緑異常（“赤”から“緑”にかけての波長の色の識別が困難）である１型

色覚・２型色覚、黄青異常（“黄”から“青”にかけての波長の色の識別が困難）であ

る３型色覚がある。日本では赤緑異常である１型色覚・２型色覚の割合が先天的色覚異

常のほぼ100％を占めている。このほかに、後天的な色覚異常もあり、高齢化の進行に伴

って後天的色覚異常への対応の重要性も高まっている。赤緑異常では、安全を意味する

“緑”と危険を意味する“赤”の識別が困難であることから、“赤”と“緑”の色誤認

が生じやすく、色で提供される危険度情報が正反対に伝わってしまう可能性もある。ま

た、後天的色覚異常においては、疾患初期に“青”から“黄”の波長の感度が低下する

ことにより、これらの色の誤認等が生じやすいとされている。 

 

【先天的色覚異常の類型】 
タイプ 状態 異常 色覚異常に 

占める構成比 

2 色覚・ 
異常 3
色覚 

1 型色覚 Ｌ-錐体異常：長波長（Long wave）で
ある赤感受性の視物質の遺伝子に変異 赤 緑 異 常 （赤 ～緑 の

波長の識別が困難） 

25％ 

2 型色覚 Ｍ-錐体異常：中波長（Middle wave）
である緑感受性の視物質の遺伝子に変異 

75％ 

3 型色覚 Ｓ-錐体異常：短波長（Short wave）で
ある青感受性の視物質の遺伝子に変異 

黄青異常（黄～青の
波長の識別が困難） 

0.02％ 

*：東京都（2011）「東京都カラーユニバーサルデザインガイドライン」及び、岡部正隆・伊藤啓・橋

本知子（2003）「ユニバーサルデザインにおける色覚バリアフリーへの提言」 

 
【先天赤緑色覚異常における見分けにくい色の組合せ】 

 

 

 

 

 

 

 

出所：日本眼科学会ホームページ 
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（２）多様な色覚への対応  
近年、色のバリアフリー化が進んできているという評価があるが、前述のように色覚

の多様性により、人によって識別できる色には違いがあることから、色のみによる情報

提供には限界があることが指摘されている。 

この限界を踏まえたバリアフリー化の考え方には幅があり、大きく分けると、①色の

みでの情報提供を行わないことを基本とする考え方、②あらゆる色覚で適切に色が識別

できるように最大公約数的に色を設定して情報提供していくことを重視する考え方があ

る。近年、国内では②に寄った考え方である「カラーユニバーサルデザイン」の事例が

増えており、前述した気象庁及びＪＩＳＺ9103安全色における取り組みにおいてもこの

手法が採用されている。 

 

 

３．地震本部の成果物における配色等の改善点 

地震本部の成果物（事例）の配色は下表の通りであり、危険度が高いほうに“赤”、

低い方に“青”が使用される傾向がある。ただし、必ずしも一貫しておらず、ある成果

物で危険度ランクが高いほうに使用されている色が、別の成果物では危険度ランクが低

いほうに使用されているケースもみられる。 

 

【地震本部の成果物の配色の実態】 
 色の使用実態 
 危

険
度
ラ
ン
ク
数 

使用色数 使
用
色
名 

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
本
色
） 

配色 

 
 

暖
色
系
色
数 

中
性
色
系
色
数 

寒
色
系
色
数 

中
性
色(

無
彩
色) 

高
強
度
・
確
率 

中
強
度
・
確
率 

低
強
度
・
確
率 

①全国地震動予測地図 
（2017年度版） 

確 率 論 的 地 震 動 予 測
地図（震度の分布） 7 3 3 1  赤･黄 赤・黄・ 

緑・青 赤 黄 青 

確 率 論 的 地 震 動 予 測
地図（確率の分布） 5 1 4   赤・黄 赤・黄 赤 黄

赤 黄 

②主要活断層帯の長期評価 
（2017年12月19日版） 

主 要 活 断 層 の評 価 結
果 4 2   2 赤・黄・黒・ 

灰 赤 黄 黒 

③警固断層帯（南東部）の 
地震を想定した強震動評価 地表の最大加速度分布 12 4 5 2 1 黒・赤・黄 赤・ 

黄・緑・青 黒 黄
赤 青 

工学的基盤上面からの
最大速度増幅率分布 9 4 2 3  赤・橙・黄・ 

緑・青 赤 黄 青 

地表の震度分布 9 2 3 3 1 赤・黄 赤・黄・ 
緑・青・白 赤 緑 白 

工学的基盤上面からの
震度増分の分布 9 4 2 3  赤・黄 赤・黄・ 

緑・青 赤 黄 青 

④津波レシピ（平成29年１月
13日公表） 既往津波高 5 2 1 2  赤・黄・青 赤 黄 青 
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 地震本部の成果物の配色について、色彩学、色彩心理学、色彩工学、情報生命科学を

専門とする４名の有識者から意見を聞いた。 

有識者４人の意見をみると、概ね共通していた点としては、多様な色覚への対応の必

要性、色と意味との対応関係の理解の重要性等が挙げられる。多様な色覚への対応の考

え方に関しては、国内で採用事例が増えている「カラーユニバーサルデザイン」への考

え方において、積極的な意見と懐疑的な意見があった。また、色と意味の対応の考え方

に関しては、近年、国内で主に「危険」を伝える意図で使用されるようになってきた “赤

紫”や“紫”への考え方において、積極的な意見と懐疑的な意見があった。また、各個

別の成果物に対する主な意見は以下の通りである。 

 

【有識者の意見】 
成果物事例 意見 

確率論的地震動予測地図（震度） ・色覚によっては“緑”と“赤”が混同されうる。 
確率論的地震動予測地図（発生確
率） 

・“黄”から“赤”までの狭い色相間の色で５ランクを表しているため
に識別が困難。 

主要活断層帯の長期評価 ・最も危険度の低いＺランクへの“黒”の配色は不適当。 
強震動評価 ・一連の図の間で、配色の統一性が図られていない。 
津波評価（既往津波高） ・危険度の高いランクの“赤”系統の色の色調や順序が不適当。 

・危険度の低いランクの“青”系統の色の濃淡や順序が不適当。 
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